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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公表番号】特表2014-533919(P2014-533919A)
【公表日】平成26年12月15日(2014.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-069
【出願番号】特願2014-543752(P2014-543752)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/405    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｂ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ２００Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年3月6日(2015.3.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｘは現在の画素の横位置インデックスであり、ｙは前記現在の画素の縦位置インデック
スである前記現在の画素の値Ｐxyを取得するために入力画像をスキャンし、
　ｉ＝０から開始して、プリセットされたマルチビット深度閾値マトリクスＧからｇjを
取得し、
　Ｐxy＜ｇjかどうかを判断し、
　Ｐxy＜ｇjの場合に、印刷機器のスクリーニング出力グレースケールのグラデーション
値Ｏｕｔ＝Ｌ-１-ｉを設定し、
　Ｐxy≧ｇjの場合に、ｉを増加させて前記判断して設定することを繰り返すことを含み
、
ＬはＦＭスクリーニングのグラデーション数であり、Ｌ＝２eとし、ｅは前記印刷機器の
ビット深度であり、iは整数であり、且つ、ｉ∈［０，Ｌ－１］であり、ｈ＝（ｙ％ｎ）
×ｍ＋（ｘ％ｍ）＋ｉ×ｍ×ｎに設定して、ｈはＧにおける要素ｇが連続して配列される
インデックス番号であり、ｇjはＧにおける第ｉ行第ｊ列の要素値であり、ｍは前記マト
リクスの幅であり、ｎは前記マトリクスの高さであり、％はモジュロ演算を示すことを特
徴とするマルチビット深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する方法。
【請求項２】
　前記マルチビット深度閾値マトリクスＧが（Ｃ１）式のようにプリセットされることを
特徴とする請求項１に記載の方法、
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【数１】

但し、ｍは前記マトリクスの幅であり、ｎは前記マトリクスの高さである。
【請求項３】
　前記マルチビット深度閾値マトリクスＧをプリセットする際に、
　（１）初期パラメータを設定し、前記初期パラメータの設定は、
　　（ａ）Ｍ＝（Ｌ－１）×ｎ×ｍに設定し、ここで、ＭはＧにおける要素の最大値であ
り、
　　（ｂ）（Ｌ－１）個の累計アレーＳiを設定し、ＳiをＳi＝０に初期化するとともに
、前記累計アレーのインデックス値Ｉを設定し、前記インデックス値Ｉの初期値を０とし
、
　　（ｃ）閾値累計値をＣと設定し、前記Ｃの初期値を１と設定すること、
　を含み、
　（２）転換ロジックを与え、前記転換ロジックは、
　　（ａ）ａ＝ａxyに設定し、ここで、ｘ＝Ｉ％ｍであり、ｘ＞Ｕiの場合、ｘ＝Ｕi、ｙ
＝Ｉ／（Ｌ－１）であり、しかも、Ｉ％（ｎ×ｍ）＝０の場合、ｉ＝ｉ＋１であり、％は
モジュロ演算を示し、ａxyは置換マトリクスＡiにおける第ｘ行第ｙ列の要素値であり、
Ｕiは前記マトリクスＡiにおける第ｉ行の要素数であり、
　　（ｂ）ａxy≦（Ｌ－１）且つＳa＜（ｍ×ｎ）の場合、
　　　ｔru＝Ｓaになるまで、プリセットされた最初のハーフトーンの１ビットＡＭスク
リーニング閾値マトリクスＴにおけるそれぞれの値をトラバースし、ここで、ｔruはＴに
おける第ｒ行第ｕ列の要素値であり、
　　　Ｇにおける第ｉ行で、ｇj＝Ｃに設定し、ここで、ｊ＝ｕ×ｍ＋ｒであり、
　　　前記閾値累計値ＣをＣ＝Ｃ＋１で増加させて、
　　　前記累計アレーＳaをＳa＝Ｓa＋１で増加させて、
　　　ａxy≦（Ｌ－１）且つＳa＜（ｍ×ｎ）の条件が満足しない場合に、ａ＝Ｌ－１に
修正すること、
　　を含み、
　　（ｃ）Ｉ＝Ｉ＋１に設定し、
　　（ｄ）Ｃ＞Ｍまで、前記（ａ）～（ｃ）を繰り返し、Ｃ＞Ｍになった後に終了するこ
と、
によりプリセットすることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記最初のハーフトーンの1ビットＡＭスクリーニング閾値マトリクスＴが（Ｃ２）式
のようにプリセットされ、
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【数２】

　但し、ｔxy∈［１，ｍ×ｎ］であり、前記マトリクスにおける二つのｔxyはそれぞれ異
方的であり、
　前記置換マトリクスＡiが（Ｃ３）式のようにプリセットされ、

【数３】

　但し、
　　（１）ａi1＝ａi2＝ａi3＝．．．＝ａiUi＝ｉ 
　　（２）第０行から第Ｌ－１行まで各行の前記要素数が減少し、且つ、（Ｕi-1－Ｕi）
－（Ｕi－Ｕi+1）＝１であることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ｘは現在の画素の横位置インデックスであり、ｙは前記現在の画素の縦位置インデック
スである前記現在の画素の値Ｐxyを取得するために入力画像をスキャンするスキャンモジ
ュールと、
　ｉ＝０から開始して、プリセットされたマルチビット深度閾値マトリクスＧからｇjを
取得し、Ｐxy＜ｇjかどうかを判断し、Ｐxy＜ｇjの場合に、印刷機器のスクリーニング出
力グレースケールのグラデーション値Ｏｕｔ＝Ｌ－１－ｉを設定する生成モジュールと、
　Ｐxy≧ｇjの場合に、ｉを増加させて前記生成モジュールを呼び出す循環モジュールと
、を備えており、
ＬはＦＭスクリーニングのグラデーション数であり、Ｌ＝２eとし、ｅは前記印刷機器の
ビット深度であり、iは整数であり、且つ、ｉ∈［０，Ｌ－１］であり、ｈ＝（ｙ％ｎ）
×ｍ＋（ｘ％ｍ）＋ｉ×ｍ×ｎに設定して、ｈはＧにおける要素ｇが連続して配列される
インデックス番号であり、ｇjはＧにおける第ｉ行第ｊ列の要素値であり、ｍは前記マト
リクスの幅であり、ｎは前記マトリクスの高さであり、％はモジュロ演算を示すことを特
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徴とするマルチビット深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する装置。
【請求項６】
　前記マルチビット深度閾値マトリクスＧが（Ｃ１）式のようにプリセットされ、
【数４】

　但し、ｍはマトリクスの幅であり、ｎは前記マトリクスの高さであることを特徴とする
請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記マルチビット深度閾値マトリクスＧのプリセットは、
　（１）初期パラメータを設定し、前記初期パラメータは、
　　（ａ）Ｍ＝（Ｌ－１）×ｎ×ｍに設定し、ここで、ＭはＧにおける要素の最大値であ
り、
　　（ｂ）（Ｌ－１）個の累計アレーＳiを設定し、ＳiをＳi＝０に初期化するとともに
、前記累計アレーのインデックス値Ｉを設定し、前記インデックス値Ｉの初期値を０とし
、
　　（ｃ）閾値累計値をＣと設定し、前記Ｃの初期値を１と設定すること、
　を含み、
　（２）転換ロジックを与え、前記転換ロジックは、
　　（ａ）ａ＝ａxyに設定し、ここで、ｘ＝Ｉ％ｍであり、ｘ＞Ｕiの場合、
ｘ＝Ｕi、ｙ＝Ｉ／（Ｌ－１）であり、しかも、Ｉ％（ｎ×ｍ）＝０の場合、ｉ＝ｉ＋１
であり、％はモジュロ演算を示し、ａxyは置換マトリクスＡiにおける第ｘ行第ｙ列の要
素値であり、Ｕiは前記マトリクスＡiにおける第ｉ行の要素数であり、
　　（ｂ）ａxy≦（Ｌ－１）且つＳa＜（ｍ×ｎ）の場合、
　　　ｔru＝Ｓaになるまで、プリセットされた最初のハーフトーンの１ビットＡＭスク
リーニング閾値マトリクスＴにおけるそれぞれの値をトラバースし、ここで、ｔruはＴに
おける第ｒ行第ｕ列の要素値であり、
　　　Ｇにおける第ｉ行で、ｇj＝Ｃに設定し、ここで、ｊ＝ｕ×ｍ＋ｒであり、
　　　前記閾値累計値ＣをＣ＝Ｃ＋１で増加させて、
　　　前記累計アレーＳaをＳa＝Ｓa＋１で増加させて、
　　　ａxy≦（Ｌ－１）且つＳa＜（ｍ×ｎ）の条件が満足しない場合に、ａ＝Ｌ－１に
修正すること、
　　を含み、
　　（ｃ）Ｉ＝Ｉ＋１に設定し、
　　（ｄ）Ｃ＞Ｍまで、前記の（ａ）～（ｃ）を繰り返し、Ｃ＞Ｍになった後に終了する
こと、
を含むことを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記最初のハーフトーンの１ビットＡＭスクリーニング閾値マトリクスＴが（Ｃ２）式
のようにプリセットされ、
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【数５】

　但し、ｔxy∈［１，ｍ×ｎ］であり、前記マトリクスにおける二つのｔxyはそれぞれ異
方的であり、
　前記置換マトリクスＡiが（Ｃ３）式のようにプリセットされ、

【数６】

　但し、
　（１）ａi1＝ａi2＝ａi3＝．．．＝ａiUi＝ｉ
　（２）第０行から第Ｌ－１行まで各行の前記要素数を減少させ、（Ｕi-1－Ｕi）－（Ｕ

i－Ｕi+1）＝１であることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　今、従来のマルチビット深度ＡＭスクリーニング技術を実現するのに画像ズーム技術が
よく使用され、その技術において、先ず、最初の１ビットのＡＭ網点データを高解像度の
１ビットの網点に拡大し、次に、画像ズーム技術を使用して高解像度の１ビットのラチス
を現在の機器が使用できる比較的な低解像度のラチスデータに転換し、転換すると同時に
機器のビット深度要求が定められた網点グラデーションを区分して、最終的に、マルチビ
ット深度網点の効果を達する。当該方法の実現が非常に面倒で、網点データに対して何度
も転換しなければならなく、時間効率性に大きな問題がある。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本発明は、従来の技術における時間効率性が悪い問題を解決するために、マルチビット
深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する方法と装置を提供することを目的とする。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　本発明に係る上記した実施例のマルチビット深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する方法
と装置は網点データに対して何度も転換することが必要ではないので、従来の技術におけ
る時間効率性が悪い問題を解決し、マルチビット深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する速
度を向上することができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　従来の技術は網点データに対して何度も転換する必要があるが、本実施例において網点
データに対して何度も転換することが必要ではないので、従来の技術における時間効率性
が悪い問題を解決し、マルチビット深度ハーフトーンＡＭ網点を生成する速度を向上する
ことができる。
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